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岸本先生をしのんで
長谷川雅哉
岸本先生，どうしてこんなに早〈逝かれてLまった0ですか。私たちは先生かbまだ
まだた〈さんのことを学びたかったりです。
先生の持っておられる知識のどれだけを私たちは身につけることができたでしょう。
先生の学者としての学問に対する情熱，そして大学教授とLての私たち学生に対する情
熱，その情熱を私たちはLっかりと受けとめ，自身へりかてとすることができたでしょ
うか。ともすれば私たちは先生の情熱に圧倒されがちでした。何とか御自分り身につけ
ておられる知識を伝えたいとされる先生にとって，私たちは物足りない学生だったかも
しれません。しかし，それでも先生は懸命に講義をなさいました。講義に熱が入って〈
るじ両手を前に出して盛んに動かされたあ白御姿が思い浮かびます。体をお悪くされ
た後も 1時間半白講義白閑，休む間もな<:l!¥心にしゃべり続けられたあ白御姿，学問
に対する厳しい態度を，私たちは決して忘れてはならないと思います。
学問に対する厳しい態度とは対照的に，私たち学生に対しては，実に優しく接して〈
ださいました。私たちと個人的に話している時には，教室の講義では絶対見られないあ
の笑顔で気さくに話してくださいました。もちろん，先生から厳しい口調で注意された
ようなことは一度もありませんでした。常に，物静かに悟すように語られま Lた。以前
はよ〈先生白御宅でゼミナールが閑かれたようですL-.またつい最近まで，私たちゼミ
生が個人的に先生の御宅を訪れる ζ ともしばしばでした。そんな時には，いっそう先生
の温和な人柄が強〈感じられたものです。先生は個人の自由を尊重され，各自の自主性
にまかすという指導方針をとっておられたようです。あまり細かい事をとやかく孟われ
なかった白で，私たちは，つい自己に対する厳しさに欠けてしまうととがありました。
先生の優しさに私たちは甘えすぎていたかもしれません。ゼミナールでは，私たちが勉
強不十分なたIo.発表が未熟なものに終わることがあります。そんな1も先生はその未
熱さを補って余りある説明をなされ，私たちはただそれに聞きいるばかりでした。また
(455) 145 
先生の質問に対して答えることができなくなって押し黙っていると，しばら〈黙って微
笑んでおられ，そしてまた一人で話をお始めになりました。先生白熱心さに比べ，今里、
えば恥ずかしい限りです。しかし，先生にお世話になって，たとえわずかでも先生りす
ばらしさを吸収できたことに感謝したいと思います。岸本先生，どうもありがとうござ
いました。
ご冥福主祈ります。
昭和51年 3月26日
